
11
月
10
日
、
11
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
19
回
全
国
農
業
担
い
手
サ
ミ

ッ
ト　
in　
ぎ
ふ
」
は
、
過
去
最
大
規
模
の
約
２
，６
５
０
人
の
農
業
関
係

者
が
全
国
か
ら
参
加
さ
れ
、
岐
阜
県
内
各
地
域
の
農
業
を
知
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

“
広
げ
よ
う
！
つ
な
げ
よ
う
！
未
来
の
農
業
へ
～
と
も
に
語
ろ
う
清

流
の
国
で
～
”を
テ
ー
マ
に
、
10
日
の
全
体
会
（
岐
阜
メ
モ
リ
ア
ル
セ

ン
タ
ー
）
で
は
皇
太
子
殿
下
・
同
妃
殿
下
の
ご
臨
席
を
賜
る
中
、
全
国

優
良
経
営
体
表
彰
、
サ
ミ
ッ
ト
宣
言
、
ま
た
、
県
内
各
地
域
に
お
い
て

結
成
さ
れ
た
、
地
域
ぐ
る
み
で
新
規
就
農
者
を
支
え
る
就
農
応
援
隊
の

決
意
表
明
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
体
会
閉
会
後
、
参
加
者
は
県
内
10
地
域
に
分
か
れ
て
移
動
し
、
各

地
域
の
趣
向
を
凝
ら
し
た
地
域
交
流
会
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
恵
那
地

域
交
流
会
は
、
恵
那
峡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
、
歓
迎
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
地
域
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
岩
村
城
女
太
鼓
や
加
子

母
獅
子
な
ど
を
観
覧
し
な
が
ら
、
郷
土
料
理
の
「
へ
ぼ
料
理
」
な
ど
、

恵
那
地
域
の
食
材
を
使
用
し
た
料
理
に
大
い
に
舌
鼓
を
打
ち
、
各
テ
ー

ブ
ル
で
は
農
業
は
も
と
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

11
日
に
開
催
さ
れ
た
現
地
研
修
会
で
は
、
県
内
で
設
定
さ
れ
た
33
コ
ー

ス
中
、
恵
那
市
関
係
は
２
コ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。

“
伝
統
和
菓
子
「
栗
き
ん
と
ん
」
の
郷
め
ぐ
り
”コ
ー
ス
で
は
、
東
濃

牧
場
↓
水
野
園
芸
↓
笠
置
山
栗
園
↓
中
野
方
の
坂
折
棚
田
を
巡
り
、
地

域
で
農
業
の
担
い
手
と
し
て
頑
張
っ
て
み
え
る
方
々
を
訪
問
し
、
ま
た

“
日
本
一
の
農
村
景
観
を
訪
ね
る
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
”コ
ー
ス

で
は
、
東
濃
牧
場
↓
原
さ
ん
の
イ
チ
ゴ
農
園
↓
岩
村
町
本
通
り
↓
茅
の

宿
と
み
だ
↓
観
光
物
産
館
え
な
て
ら
す
を
巡
り
、
恵
那
市
の
農
村
景
観

や
観
光
を
満
喫
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
栗
に
代
表
さ
れ
る
果
樹
、
ト
マ
ト
・

シ
ク
ラ
メ
ン
・
い
ち
ご
等
の
施
設
園
芸
や
、
酪
農
・
肉
用
牛
・
養
鶏
等

の
畜
産
な
ど
、
中
山
間
地
域
で
あ
る
恵
那
市
で
盛
ん
に
取
り
組
ま
れ
て

い
る
農
業
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
た
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

「
第
19
回
全
国
農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト
　

in
　

ぎ
ふ
」　報
告

農
業
委
員　

梅
本　
信
枝

茅の宿とみだ 岩村町本通り

原さんのイチゴ農園

恵那市農業委員会だより 第３号
【編集・発行】
平成29年1月
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推進委員地区担当表

2

大井町・長島町・東野
地区 氏　　名 住　　所 担当地区

第
1
地
区

小
こ

板
いた

　宏
ひろまさ

正 農 大井町 全域（正）

矢
や

頭
とう

　重
しげやす

保 推 大井町 全域（副）

水
みず

野
の

　賢
けん

治
じ

農 長島町 久須見

鈴
すず

木
き

　忠
ただよし

良 推 長島町 中野・正家

小
お

栗
ぐり

　茂
しげ

美
み

推 長島町 永田・鍋山

三
み

宅
やけ

　孝
たかよし

欣 農 東野 東野上　

丸
まるやま

山　文
ふみのり

憲 推 東野 東野下　

伊
い

藤
とう

　英
ひでたか

貴 曽
そ

我
が

佳
か

奈
な

子
こ

林
はやし

　　広
ひろかず

和 林
はやし

　　茂
しげかず

一

梅
うめもと

本　信
のぶ

枝
え

夏
なつ

目
め

　廣
ひろ

美
み

勝
かつ

　　滋
しげゆき

幸 三
み

浦
うら

　寿
とし

子
こ

山
やまもと

本　隆
たか

夫
お

中
なかがき

垣　厚
あつ

美
み

渡
わたなべ

邉　忠
ただかず

和 勝
かつ

　　靖
やすふみ

文 市
いちかわ

川　幸
ゆきひろ

博 金
かね

子
こ

　幸
ゆきひろ

弘

水
みず

野
の

　隆
りゅうぞう

造 伊
い

藤
とう

　弘
ひろみち

通 伊
い

藤
とう

　　清
きよし

小
こ

木
ぎ

曽
そ

俊
とし

夫
お

三郷町・武並町
地区 氏　　名 住　　所 担当地区

第
2
地
区

石
いし

田
だ

　寬
ひろたか

高 農 三郷町 佐々良木

渡
わたなべ

邉　忠
ただかず

和 推 三郷町 野井

勝
かつ

　　靖
やすふみ

文 推 三郷町 椋実・殿畑

伊
い

藤
とう

　英
ひでたか

貴 農 武並町 藤（正）

曽
そ

我
が

佳
か

奈
な

子
こ

農 武並町 藤（副）

市
いちかわ

川　幸
ゆきひろ

博 推 武並町 藤（副）

金
かね

子
こ

　幸
ゆきひろ

弘 推 武並町 竹折

笠置町・中野方町・飯地町
地区 氏　　名 住　　所 担当地区

第
3
地
区

林
はやし

　　広
ひろかず

和 農 笠置町 全域（正）

吉
よし

田
だ

　廣
ひろ

美
み

推 笠置町 全域（副）

林
はやし

　　茂
しげかず

一 農 中野方町 全域（正）

安
やす

江
え

　建
たて

樹
き

推 中野方町 全域（副）

柘
つ

植
げ

　賢
けん

二
じ

農 飯地町 全域（正）

纐
こうけつ

纈　政
まさゆき

行 推 飯地町 全域（副）

農業委員が代わりました

任期：平成28年11月14日～平成31年11月13日 ※農：農業委員
 　推：農地利用最適化推進委員

新しく誕生しました
第 3 号平成29年１月



農業委員・

3

岩村町・上矢作町
地区 氏　　名 住　　所 担当地区

第
4
地
区

石
いしかわ

川　進
しんいち

一 農 岩村町 岩村（正）

安
あんどう

藤　公
きみかず

一 農 岩村町 富田（正）・飯羽間（副）

西
にし

尾
お

ひろみ 農 岩村町 富田（副）

西
にし

尾
お

　啓
けいすけ

資 推 岩村町 岩村（副）

水
みず

野
の

　隆
りゅうぞう

造 推 岩村町 富田（副）

伊
い

藤
とう

　弘
ひろみち

通 推 岩村町 飯羽間（正）

梅
うめもと

本　信
のぶ

枝
え

農 上矢作町 ―

夏
なつ

目
め

　廣
ひろ

美
み

農 上矢作町 ―

伊
い

藤
とう

　　清
きよし

推 上矢作町 下地区（漆原・下・小田子）

小
こ

木
ぎ

曽
そ

俊
とし

夫
お

推 上矢作町 上地区

農業委員

須
す

原
はら

由
ゆ

里
り

加
か

市
いちかわ

川　　守
まもる

大
おおしま

島　政
まさゆき

幸

小
こ

板
いた

　宏
ひろまさ

正 水
みず

野
の

　賢
けん

治
じ

三
み

宅
やけ

　孝
たかよし

欣 石
いし

田
だ

　寬
ひろたか

高

柘
つ

植
げ

　賢
けん

二
じ

石
いしかわ

川　進
しんいち

一 安
あんどう

藤　公
きみかず

一 西
にし

尾
お

ひろみ

農地利用最適化推進委員

水
みず

野
の

　康
こうぞう

造 水
みず

野
の

　和
かずいち

一 加
か

藤
とう

　憲
けん

治
じ

堀
ほり

　　辰
たつふみ

文

矢
や

頭
とう

　重
しげやす

保 鈴
すず

木
き

　忠
ただよし

良 小
お

栗
ぐり

　茂
しげ

美
み

丸
まるやま

山　文
ふみのり

憲

吉
よし

田
だ

　廣
ひろ

美
み

安
やす

江
え

　建
たて

樹
き

纐
こうけつ

纈　政
まさゆき

行 西
にし

尾
お

　啓
けいすけ

資

山岡町・明智町・串原
地区 氏　　名 住　　所 担当地区

第
5
地
区

勝
かつ

　　滋
しげゆき

幸 農 山岡町 上手向・久保原（国道418号線西側）

三
み

浦
うら

　寿
とし

子
こ

農 山岡町 釜屋・下手向

水
みず

野
の

　康
こうぞう

造 推 山岡町 馬場山田・久保原（国道418号線東側）

水
みず

野
の

　和
かずいち

一 推 山岡町 田沢

加
か

藤
とう

　憲
けん

治
じ

推 山岡町 原・田代

須
す

原
はら

由
ゆ

里
り

加
か

農 明智町 ―

市
いちかわ

川　　守
まもる

農 明智町 静波（東方・杉野・野志）

堀
ほり

　　辰
たつふみ

文 推 明智町 旧明知・横通

山
やまもと

本　隆
たか

夫
お

推 明智町 吉田（大田・吉良見・大泉・阿妻）

大
おおしま

島　政
まさゆき

幸 農 串原 閑羅瀬・川ヶ渡・柿畑・木根以外

中
なかがき

垣　厚
あつ

美
み

推 串原 閑羅瀬・川ヶ渡・柿畑・木根

農地利用最適化推進委員農業委員

青年

農業委員と農地利用最適化推進委員の選任イメージ

地域の農業者や農業団体

農業委員会市町村長

推薦・公募

同意 任命 委嘱市町村議会

女性

委農委

農業委員が代わりました
第 3 号平成29年１月



阿
部
　
真
奈
美
【
三
郷
町
野
井
】

4

平
成
28
年
11
月
に
農
業
委
員
会
が

変
わ
り
、
新
メ
ン
バ
ー
で
の
活
動
が

始
ま
り
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
の
活
動
や
市
内
で
頑

張
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
人
達
の
紹
介

も
し
な
が
ら
情
報
提
供
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

農
業
に
関
す
る
事
・
お
困
り
事
等

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
近
く
の
農

業
委
員
・
推
進
委
員
に
声
を
掛
け
て

く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
（
Ｍ
）

◆
編
集
委
員
◆

三
浦
　
寿
子
　
　
梅
本
　
信
枝

西
尾
ひ
ろ
み
　
　
曽
我
佳
奈
子

須
原
由
里
加

編
集
後
記

恵那ばあちゃんの手料理帖

芋ごね餅
～お米が貴重な時代の智惠レシピ～

【材料（３０個分）】
米…………５合
里芋……500ｇ
塩……小さじ１
Ａ：しょうゆ…200cc
　　みりん……50cc
　　ごま………150ｇ
　　砂糖………180ｇ
　　すりおろし生姜…大さじ３

【作り方】
❶米は洗って30分水につけておく。里
芋の皮をむき１口大に切って塩でもみ、
水にさらしてぬめりを取る。

❷❶に塩小さじ１を入れて炊きあげたら
15分蒸らす。（ご飯の水の量は普通）

❸❷をすりこぎ等で半分ほどつぶし、食
べやすい大きさに握る。強火で焦げ目
がつくまで焼く。

❹仕上げにAを混ぜ合わせたタレをつけ、
もう一度焼く。生姜だまりや味噌を付
けても良い。

私
が
農
業
に
関
わ
る
よ
う
に

な
っ
て
、
13
年
に
な
り
ま
す
。

農
業
と
は
無
縁
だ
っ
た
自
分

に
、
近
所
の
農
家
さ
ん
が
﹃
子

連
れ
で
も
い
い
か
ら
や
っ
て
ご

ら
ん
﹄
と
声
を
掛
け
て
い
た
だ

い
た
の
が
農
業
を
始
め
た
き
っ

か
け
で
す
。

ま
さ
か
そ
の
後
、
農
業
で
生
き
て
い
く
決
心
を
す
る
事
に
な
る

と
は
思
い
も
せ
ず
、
気
楽
に
足
を
踏
み
入
れ
ま
し
た
。

始
め
た
頃
は
、
ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
な
毎
日
と
、
生
長
し
て
い
く

作
物
を
み
て
楽
し
く
感
じ
、
続
け
て
い
く
う
ち
に
農
業
を
極
め
て

い
く
事
に
面
白
味
を
感
じ
て
い
ま
す
。

今
は
、
母
と
二
人
で
ト
マ
ト
15
ａ
、
苺
５
ａ
、
露
地
野
菜
を
栽

培
し
、
周
年
労
働
が
出
来
る
環
境
が
整
っ
て
き
ま
し
た
。

農
業
は
、
作
り
手
に
寄
り
添
っ
た
形
で
変
化
し
て
い
け
る
仕
事

で
す
。
仲
間
と
共
に
技
術
を
高
め
合
い
、
産
地
を
発
展
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
ん
な
恵
ま
れ
た
環
境
に
感
謝
し
、
こ
れ

か
ら
先
、
家
庭
と
仕
事
を
両
立
し
、
自
分
の
人
生
も
楽
し
ん
で
い

け
る
よ
う
、
今
の
規
模
を
維
持
し
効
率
的
に
続
け
て
い
く
事
を
目

標
と
し
て
出
来
る
事
を
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

え
え
の
お

頑
張
る
農
業
者

①20歳～60歳まで

②年間60日以上、農業に従事（農地の保有要件はありません!!）

③国民年金第１号被保険者（保険料納付免除者は除く）

以上、３点を満たしている方なら、どなたでも加入できます!!
保険料の額は、２万円～６万７千円の間の千円単位で、自由に決められ

ます!!しかも、支払った保険料は全額、社会保険料控除の対象になります。
自分が納めた保険料と、その運用収入を、将来受給する年金の原資とし

て積み立てていく確定拠出型の終身年金です。
また、認定農業者等の農業の担い手には、国庫補助制度もあります　!　!　
是非、ご加入を検討してみてください　!　!　

農業者年金!!ご存じですか？

★小さじ１＝５cc　大さじ１＝15cc

の
お

第 3 号平成29年１月


